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はじめに 
 
アダプテックは、Adaptec 5445Z ストレージコントローラでアダプテック MaxIQ™ SSD キャッシュパフォ

ーマンスソリューション使用した場合のパフォーマンス評価を依頼しました。アダプテックは、5 シリーズ

コントローラ全製品において MaxIQ をサポートしています。弊社のテストでは、Adaptec RAID 5445Z
コントローラは、コントローラに直接接続されたキャッシュとして動作する MaxIQ SSD (ソリッドステート

ドライブ)を装備しています。この取り組みの目的は、比較分析のためにコントローラ上の SSD キャッシ

ュを有効にした時と、SSD キャシュを無効にした時のパフォーマンス統計を把握することです。 
 

テストの目的 
 
このテストの一部として、ウェブサーバ環境は以下の要件を満たしています。  
 

 1 台のウェブサーバ上で 8,300 のウェブサイトと 1,500 ユーザをホストします。 
 MaxIQ SSD キャッシュを無効にしてパフォーマンスを計測し、その後に同一のテストを

MaxIQ SSD キャッシュを有効にして行う。 
 最初の 30 のウェブサイトのパフォーマンス計測とその他のサーバでのパフォーマンス計測を行

う。 
 90 分のテストラン 

 

ハイレベルの概要 
 
Adaptec RAID 5445Z コントローラは、アダプタに直接接続してキャッシュとして機能する、MaxIQ 
SSD (ソリッドステートドライブ)を最大 4 台まで搭載することができます。この実験では、Web サーバ分

析のため 1 台の SSD を組み込みました。 
 
１台の MaxIQ SSD が MaxIQ SSD キャッシュに割り当てられると: 
 

 ウェブサーバのスループットが 3.6 倍に増加 
 TTFB (Time to First Byte)が 5 倍改善 
 負荷条件下でのウェブサーバの応答時間の平均が 10.3 倍減少 
 ユーザのレスポンスレートが 6 倍増加 
 同一応答時間におけるユーザ数がほぼ 2 倍に増加 

 



ソフトウェア 
Web サーバ環境をテストするために使用されたソフトウェアは下記の通りです。 

デバイス ソフトウェア 
Web サーバ RedHat 5.3 

Apache2 Web Server 
Test Management 
Console 

Windows 2003 Server – Standard Edition 
WebLoad 8.3 

Load Generators  Windows XP, SP3 with WebLoad 8.3 
 

ハードウェア 
Web サーバ環境をテストするために使用されたハードウェアは下記の通りです。 

デバイス ハードウェア 
Xeon – Quad Processor Quad Core 7400 at 2.9 GHz (16 
Logical CPUs) 
Intel 82575EB Gigabit Network 
2 GB RAM, 300GB HD 
Intel 82575EB Gigabit Network 
Adaptec AAC-RAID (aacraid v1.1-5[2468]) 
MaxIQ Solid state drive for cache: one drive 
Model: SSDSA2SH032G1GN, firmware: 045C8790 
BIOS: v5.2-0 [Build 17508] 
Controller Memory: 512MB 

Web サーバ 
 

RAID 5 with 3 SATA drives 
Model: WDC WD10EADS-00M 
Firmware:01.00AA01 

WebLoad Server (Test 
Management Console) 

2+ GHz Processor, 2 GB memory 

3 Load Generators 2+ GHz Processor, 512 MB memory 
 

トポロジー 
下記は、Web サーバ環境の図です。 

 



ウェブサーバでのテスト結果比較 
 
アダプテック MaxIQ SSD キャッシュパフォーマンスソリューションは、MaxIQ キャッシュを有効にしてテ

ストされ、それから再度 MaxIQ キャッシュを無効にして比較テストを行いました。全ての場合において、

全てのケースで、Web サーバとロードジェネレータは監視されており、ボトルネックはストレージコントロ

ーラでのみであることを確認しました。CPU、RAM、ネットワーク、Apache およびその他のデバイスも

また監視されており、パフォーマンスを低下させる要因になっていないことを確認しました。 
 
 
スループット 
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スループットは、Adaptec 5445Z コントローラで、秒当たりのメガビット(Mbps: Mega bit per second)で
測定されました。ウェブサーバコンテンツは、Adaptec 5445Z がコントロールする RAID 5 パーティショ

ン内に格納されています。 
 
緑の線が Adaptec 5445Z 上で MaxIQ SSD キャッシュを有効にした場合で、Webload ユーザ数が

1500 ユーザに達したときに、スループットが平均で約 110 Mbps であったことを示しています。 
 
ピンクの線が Adaptec 5445Z 上で MaxIQ SSD キャッシュを無効にした場合で、Webload ユーザ数が

1500 ユーザに達したときに、スループットが平均で約 30 Mbps だったことを示しています。 
 
Adaptec キャッシュを有効時には、キャッシュ無し時よりスループットが 3.6 倍向上します。  
 



ウェブページTTFB(Time to First Byte) 
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TTFB (Time to First Byte)は、インターネットエクスプローラのようなウェブブラウザがウェブサーバへ

要求を発行し、ウェブサーバがデータとともにウェブブラウザへ応答を返すまでの間です。測定の開始

時間は、ウェブブラウザが要求を開始してすぐです。ウェブサーバから返されるデータの１バイト目がウ

ェブブラウザに到達した時が測定の終わりの時間です。  
 
緑の線が Adaptec 5445Z 上で MaxIQ SSD キャッシュを有効にした場合で、Webload ユーザ数が

1500 ユーザに達したときに TTFB (Time to First Byte)が平均で約 0.5 秒だったことを示しています。 
 
ピンクの線が Adaptec 5445Z 上で MaxIQ SSD キャッシュを無効にした場合で、Webload ユーザ数が

1500 ユーザに達したときに、TTBF が平均で約 2.5 秒だったことを示しています。 
 
MaxIQキャッシュを有効時には、キャッシュ無し時よりTTFBのパフォーマンスが5倍改善します。 

 



ウェブページ応答時間 
 
テスト環境は、8300ウェブページで構成されました。それぞれのウェブページは、3つのロードジェネレ

ータ(ウェブブラウザクライアント)によってランダムにヒットされます。応答時間は、ウェブサーバがデー

タをブラウザへデータを返すまでにかかる時間で示されます。単位は秒です。 
 
アダプテックMaxIQ SSDキャッシュパフォーマンスソリューション有効時には、キャッシュ無し時より、ウ

ェブページ応答時間のパフォーマンスが10.3倍改善します。  
 
以下のデータが30のウェブページから集められました。 
 

 データ群平均(秒) 
 最小 平均 最大 

キャッシュ無し 1.41 42.2 134.43
キャッシュ有り 0.08 4.1 20.56 

改善幅 16.8 10.3 6.5 
 
 

ユーザ レスポンス レート 
 
テスト環境は、ユーザ数とウェブサーバのレスポンスレートの比較分析のために構成されました。

WebLoadユーザ数を加えた際のウェブサーバのレスポンスレートを測定しました。 
以下は各ユーザ数におけるレスポンスレートです。単位は秒です。 
 
 

ユーザ

数 

キャッシュ無しで

の応答時間(秒) 

キャッシュ有りで

の応答時間 

500 0.3 0.2 
1000 0.8 0.5 
1500 2.4 1.0 
2000 3.8 1.8 
2500 15.7 2.6 

 
アダプテックキャッシュを有効時には、キャッシュ無し時よりユーザレスポンスレートが6倍改善されまし

た。 
 



結論 
 
以下が、ウェブサーバ環境で、アダプテック MaxIQ SSD キャッシュパフォーマンスソリューションを比較

テストした結果の概要になります。 
 

 スループットは、SSD キャッシュ無効時の 29.4Mbps から、SSD キャシュ有効時の

107.0Mbps になり、キャッシュ無し環境の 3.6 倍のパフォーマンス増加となった。 
 Webload ユーザ数 1500 時の「TTFB (Time to First Byte)」は、SSD キャッシュ無効時の 2.5

秒から、SSD キャッシュ有効時の 0.5 秒へとキャッシュ無し環境より 5 倍のパフォーマンス増

加となった。 
 Webloadユーザ数1500時の平均応答時間は、SSDキャッシュ無効時の42.2秒から、SSD

キャッシュ有効時での 4.1 秒へと、キャッシュ無し環境の 10.3 倍のパフォーマンス増加となっ

た。 
 SSD キャッシュ有りでのレスポンスレートは、キャッシュ無し環境の 6 倍改善した。 
 同一応答時間での、ユーザ数がほぼ 2 倍に増加 
 テスト環境は、CPU 使用、ネットワークトラフィック、メモリがボトルネックとならず、5445Z の

キャッシュを使用するために Adaptec RAID 5445Z からのディスク I/O の負荷が重くなるよう

に設定されました。 
 
コントローラ SSD キャッシュのインストール、設定、管理は、容易で、早く、直感的です。MaxIQキャッシ

ュの管理は、既存の GUI インターフェイスの実行から終了まで 6 クリック以下しか必要としません。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


